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135．血中サイロキシン測定法の比較検討
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　〔目的〕　血中サイロキシンの測定は甲状腺機能検査法

の1つとして，その価値は高く評価されている．我々は

血中サイロキシンkitとして相次いで市販されたTe・

trasorb（Abbott，ダイナボット），　Resomat－T4（Ma1－

i　nckrOdt，第一アイソトープ），　Thyopac－4（RCC，科

研），Tetralute（Ames，三共）の4Kitsを用い，その

成績の比較検討を試みた．

　〔方法〕対象は放射線科の外来又は入院患者で，正常

甲状腺機能，各種甲状腺疾患の症例に就て，Kitごとに

夫々150例前後の血清に就き，サイロキシン量を測定し，

又同時に　Monitrol　I（8．6μg／100　ml），　Monitrol　II

（16．4μg／100ml）のコントn一ル血清を用V・その値も

併せ測定し，比較検討した．またTetrasorb，　Thyopac・

4又はTetraluteで夫々測定した全検体血清は比較の

ためにすべてResomat－T4で同一血清で測定しその相

関を見，また50例の検体血清に就てはすべてのkitsに

より測定しその値を比較検討した．

　〔成績〕正常者のT4値はTetrasorb　9．5±2．2，

Resomat－T49．0±2．　O，　Thyopac・47．8±2．2，　Tetralute

7．7±2．0であり，一般にTetrasorb値は最も高く，

Resomat・T4値はこれにつぎ，　Thyopac・4，　Tetraluteは

幾分低い傾向を示し，これは甲状腺機能低下症，他の甲

状腺疾患に就ても同様であった．

　併しMonitrol　I，　Monitrol　IIに就ては，　Tetrasorb，

Resomat．T4，　Thyopac－4，　Tetraluteにより検査の都度

計測したが，執れも略々指示値前後の値を示し，前述の

傾向は認められなかった．

　Resomat－T4と他の検査法との関係は，尚症例を重ね

検討しているが，Tetrasorbとはr＝十〇．　73，　Thyopac－

4とはr＝十〇．94，Tetraluteとはr＝十〇．　90で，執れ

も良い正の相関を示した．

　〔結論〕成績の項で述べた如く使用kitにより正常

範囲は幾分異なるが，執れのT4もよく臨床総合診断と

一致し，優れた成績を得た．
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　先に我々はPVF　spongeが無機ヨウ素を吸着するこ

となく，甲状腺ホルモンを疎水的に結合する事を明らか

にし，PVF　spongeをT3　resin摂取率テストに応用し

うる事を報告した．更に我々は，PVF　spongeを用いて

血清中のthyroxineの定量を試みたところ良好な結果

が得られたので報告する．測定方法としては血清タンパ

クを使用したRI　dilution　methodを用いた．
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